
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇日 時  ８月２日（土） 午前９時００分～１１時３０分 

〇講 師  麺遊倶楽部伝承会 

〇場 所  三田ヶ谷公民館 

〇費 用  ８００円 

〇定 員  小学生以上１０組（先着順。小学生の方は保護者同伴）） 

〇持ち物  エプロン、三角巾、持ち帰り用の容器 

〇申込み・問合せ  ７月６日（日）から費用を添えて三田ヶ谷公民館（565-００４０）へ 

 

 

 

 

 

 

〇日時  ８月３日（日）午前９時３０分～１１時３０分   〇日時 ８月９日（土）午前１０時～１１時４５分 

〇講師  丸山 綱男 氏                    〇講師  福地 秀夫 氏 

〇場所  三田ヶ谷公民館                   〇場所  三田ヶ谷公民館 

〇費用  無料                          〇費用  ２００円 

〇定員  市内在住の小学生の方１５名           〇定員  市内在住、在勤の方。 

（保護者同伴の参加も可）                   小学生以上の方２０組(先着順) 

〇申込み・問合せ ７月６日（日）から             〇申込み・問合せ ７月６日（日）から 

三田ヶ谷公民館（565-００４０）へ         三田ヶ谷公民館（565-００４０）へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ６ 月 １ 日 

発行  三田ヶ谷公民館  

TEL ５６５－００４０ 

健康運動教室 

日 時：６月１１日（水） 午前１０時～１１時３０分 

持ち物：タオル・飲み物 

場 所：三田ヶ谷公民館和室 

問い合わせ 健康づくり推進課 

はつらつ教室 

日  時：６月２７日（金） 午前１０時～１１時 

持ち物：タオル、飲み物 

場  所：三田ヶ谷公民館和室 

問い合わせ 高齢介護課 

☆裏面もご覧ください☆ 

              



左の写真は 

羽生市弥勒の 

宮澤章二氏の生家跡

です。 

 

「いいでぇー！！三田ヶ谷！ ～歴史と文化～」 

(第１３回 没後２０年の宮澤章二) 

令和７年（２０２５）は、詩人宮澤章二氏が亡くなってから２０年目にあたります。 

宮澤氏は大正８年（１９１９）に埼玉県三田ヶ谷村（現羽生市）に生まれました。三田ヶ谷小学

校で２年生まで過ごしたあと、東京に移り住み、学生時代から詩作をはじめました。 

その後、埼玉県立不動岡高校で教鞭を執りながら創作をしていましたが、専念すべく教員を辞め

たのは３２歳のときでした。詩をはじめ童謡や校歌の作詞など、精力的な創作活動を展開し、特に

手掛けた校歌は３００校以上にものぼりました。三田ヶ谷小学校もその一つです。 

宮澤章二氏と言えば、「思いは見えないけれど、思いやりはだれにでも見える」の詩を思い浮か

べる人が多いでしょう（「行為の意味」）。 

２０１５年には氏の功績を顕彰すべく、「宮澤章二先生を顕彰する会」が設立されました。会の

幅広い活動もあり、宮澤章二氏の詩は多くの人に親しまれています。例えば、没後２０年を記念し

て、さいたま市立大宮図書館では２つの記念展示が企画されています。 

Ⅰ 「詩人・宮澤章二からのエール 自分の一歩を」（５月３日～６月３０日までの開催） 

Ⅱ 「宮澤章二の埼玉風物詩」（７月３日～８月３１日までの開催） 

両展示からも、宮澤章二氏の魂がいまも生き続けていることがうかがえるでしょう。三田ヶ谷公

民館には両展示のポスターが貼り出されています。この機会に郷土の偉人に触れてみてはいかがで

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公民館休館日 


